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第１回会議

会議提出議案

8
月
第
1
回
会
議
　
9
月
会
議
提
出
議
案

○下郷町簡易給水施設設置条例の一部を改正する条例の設定について
県営事業、中山間地域農業農村総合整備事業において、下郷町大字高陦字居平、芦の
原、長畑地内を区域とする営農飲雑用水施設が完成し、町へ譲渡されたことに伴い、
下郷町（芦の原）簡易給水施設として町簡易給水施設に追加するため、所要の改正を
行った。

令和7年度（通年議会）9⽉会議は9⽉8⽇から12⽇までの5⽇間の会期で開催されました。
今会議では、報告が2件あり、決算の認定、条例の⼀部改正、令和7年度補正予算など町
提出議案12件、議員提出議案1件が審議され、全議案が可決されました。

○令和６年度下郷町健全化判断比率等について
令和6年度一般会計等の普通会計に係わる財政健全化審査を実施し、健全な財政運営がなされている旨の
報告があった。
＊地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年6月公布）その後、何度か改正され平成21年4月

1日全⾯施行。監査委員の審査に付した上で議会に報告し公表することになっている。
①実質⾚字⽐率は算定されない。
②連結実質⾚字⽐率は算定されない。
③実質交際費率の数字は早期健全化基準の⽐率と⽐較するとこれを下回っている。
④将来負担⽐率は算定されない。　＊是正改善すべき事項はない。

下郷町簡易⽔道事業特別会計・下郷町農業集落排⽔事業特別会計の公営企業会計にかかる経営健全化審査
意⾒書が提出され、いずれも良好で「特に指摘しべき事項は無い」旨の報告がなされた。

○議案
▼決算認定　［質疑応答：５〜６ページ参照］

令和6年度下郷町⼀般会計及び特別会計歳⼊歳出決算の認定について
令和6年度下郷町簡易⽔道事業会計決算の認定について
令和6年度下郷町農業集落排⽔事業会計決算の認定について

▼条例改正
下郷町税特別措置条例の⼀部を改正する条例の設定について
新型コロナウイルス感染症による国⺠健康保険税等の減免の特例に関する条例を廃⽌する条例の設定について
平成15年度の冷害による被災者に対する町⺠税の減免に関する条例を廃⽌する条例の設定について
個⼈の町⺠税に係る町税条例の臨時特例に関する条例を廃⽌する条例の設定について

▼補正予算　［質疑応答：３ページ参照］

令和7年度下郷町⼀般会計補正予算
令和7年度下郷町国⺠健康保険特別会計補正予算
令和7年度下郷町後期⾼齢者医療特別会計補正予算
令和7年度下郷町介護保険特別会計補正予算

▼報　　告
令和7年2⽉10⽇発⽣した落雪により⾃動⾞事故について損害を賠償し和解した件について
町側損害賠償額425,600円負担 （過失割合：町70%、相⼿側30%）

（役場庁舎裏側駐⾞場に駐⾞中の⾞に役場庁舎からの落雪があり相⼿側⾃動⾞に損害を与えた）
▼追加議案
下郷町（芦の原）簡易⽔道施設の指定管理者の指定について
▼議員提出議案
地⽅財政の充実・強化を求める意⾒書の提出の陳情

【陳情者】児⼭ 正⼰（下郷町⼤字豊成字林中6090番地）　【審査結果】委員会採択
【意⾒書提出の議決】内閣総理⼤⾂ほか担当⼤⾂などへの意⾒書提出を議決した。

月

月
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補
正
予
算

歳
　
入

普通交付税� 2,611,000円
物価⾼騰対応重点⽀援地⽅創⽣臨時交付金� 4,889,000円
財政調整基金繰入金� △152,000,000円
前年度決算に伴う繰越金� 218,930,000円

歳
　
出

NHK受信料（公⽤⾞テレビ機能付きカーナビ・携帯電話）� 1,430,000円
町地籍図作成委託料（法務局との連携による）� 4,786,000円
⼾籍住⺠システム改修委託料� 3,363,000円
物価⾼騰対応重点⽀援プレミアム商品券事� 6,000,000円
公⽤⾞修繕料・除雪⾞修繕・⾞検費� 6,994,000円
道路新設改良事業（姫川地区）� 25,000,000円
教育振興・⼩中学⽣応援事業� 5,250,000円

補正予算の主な内容

N
H
K
受
信
料
1
4
3
万

円
に
つ
い
て
、
公
用
車
の

カ
ー
ナ
ビ
の
設
置
時
期
、
車
種
、

携
帯
4
台
の
目
的
、
今
後
の
対
応

は
？

カ
ー
ナ
ビ
は
平
成
20
年
度

か
ら
設
置
が
始
ま
り
、
現

在
は
26
台
が
対
象
。
携
帯
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
用
2
台
（
現
在
不

在
）
と
火
災
時
等
の
緊
急
通
報
用

2
台
（
7
月
22
日
に
ワ
ン
セ
グ
機

能
の
な
い
も
の
に
切
り
替
え
済

み
）
。
今
後
は
新
車
に
は
ワ
ン
セ
グ

機
能
の
な
い
カ
ー
ナ
ビ
を
設
置
し
、

災
害
情
報
が
必
要
な
車
両
の
み
ワ

ン
セ
グ
機
能
付
き
を
検
討
す
る
。

農
業
振
興
費
の
担
い
手
作

り
総
合
支
援
事
業
補
助
金

の
減
額
理
由
は
？

当
初
予
算
で
計
上
し
て

い
た
国
費
に
よ
る
事
業

3
0
0
万
円
が
内
示
ゼ
ロ
と
な
っ

た
た
め
、
県
の
補
助
1
8
0
万
円

を
確
保
し
、
差
額
1
2
0
万
円
を

減
額
し
た
。

小
中
学
生
応
援
事
業
に
つ

い
て
、
未
就
学
児
が
対
象

外
で
あ
る
理
由
は
？ 

プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
自
主
財
源
で
6
0
0

万
出
し
て
い
る
が
、
未
就
学
児
を

持
つ
若
い
世
帯
の
方
が
収
入
が
少

な
く
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

当
初
は
臨
時
交
付
金
約

5
0
0
万
円
の
使
途
と
し

て
様
々
な
案
を
検
討
し
た
結
果
、

最
終
的
に
小
中
学
生
応
援
事
業
に

落
ち
着
き
、
そ
の
後
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
案
が
別
途
単
独
費
用
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

姫
川
で
の
道
路
新
設
お
よ

び
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
の
目
的
と
そ
の
緊
急
性
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

地
域
住
民
か
ら
の
長
年
の

要
望
に
応
え
、
住
民
の
利

便
性
向
上
の
た
め
。
現
在
の
道
路

状
況
が
悪
く
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

税
務
課
の
賦
課
徴
収
費
の

委
託
料
（
地
図
町
地
籍
図

作
成
委
託
料
等
）
は
ど
の
よ
う
な

内
容
か
？自

治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
共
通
化
に
伴
う
も

の
で
、
登
記
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
、
登
記
情
報
と
課
税
デ
ー
タ

の
比
較
作
業
、
登
記
地
図
管
理
シ

ス
テ
ム
の
初
期
構
築
な
ど
を
行

う
。
地
籍
図
作
成
委
託
料
は
電
子

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
り
不
要
と
な
っ

た
た
め
減
額
す
る
。

＆
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物価高騰対応予算を含めた
補正予算を可決

令和7年度⼀般会計補正予算（第2号）



令和6年度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

決
算
の
概
要

⼀
般
会
計
の
決
算
状
況

令和6年度一般会計及び特別会計合計額の決算状況は 歳入 7,125,007千円 歳入 6,438,126千円
前年度に比べ歳入が151,181千円、歳出が63,774千円それぞれ増加し、歳入歳出差し引き686,881千円の

余剰金が生じている。本年度の余剰金686,881千円から繰り越し財源7,634千円と前年度の実質剰余金

578,074千円を差し引いた単年度収支額は101,173千円の黒字となっている。

令和6年度一般会計の歳入歳出決算額は 歳入 5,353,111千円 歳入 4,787,549千円
歳入歳出差し引き565,564千円の余剰金が生じている。本年度の余剰金565,564千円から繰り越し財源

7,634千円と前年度の実質余剰金444,219千円を差し引いた単年度収入額は113,711千円の黒字となっている。

○監査委員の意⾒（要約）
●総括

監査委員からいずれの会計も決算額は関係諸帳簿と合致しており、決算係数が正確であることを確認した。

【町税等徴収について】

町民に対する公平性や財源確保の観点から、滞納繰越額の圧縮について、他町村の取り組み等も参考に引き

続き収納率向上とともに計画的且つ安定的な財政運営をお願いしたい。

●町税等徴収対策連絡会議の開催について

　提出された改善計画では、各課で抱える債権や法律もそれぞれで、調査権限も制限がある事から、全庁的

な組織ではなく部署ごと法律と債権の理解を深めなどしながら会議の在り方を含め引き続き検討し、主体的

な滞納整理の取り組みを促し、徴収率の向上を目的として福島県の「市町村税滞納整理スキルアップ支援事

業」県職員・国保税徴収アドバイザーの派遣により、市町村の現状と課題を共有しながら、徴収担当職員へ

研修、具体的な滞納処分まで一貫として支援を受け、徴収率向上に向け取り組み計画でありました。

　令和6年度の決算額においては、改善計画のとおり町税及び国民健康保険税の滞納額圧縮が見られたこと

は評価します。引き続き今後も町全体の債権管理に取り組んでいただきたい。

⼀般会計・特別会計決算

決算額の総額� (単位：千円）

区　　　分 歳入決算額 歳出決算額 差　引　額
⼀ 般 会 計 5,353,113 4,787,549 565,564
特別会計（5件） 1,771,894 1,650,571 121,317
合　　　　　計 7,125,007 6,438,126 686,881

実質収⽀の状況� (単位：千円）

区　　　分 令和6年度 令和5年度一般会計 特別会計合計額 合　　計
歳 入 総 額 6,353,113 1,771,894 7,125,007 6,973,826
歳 出 総 額 4,787,549 1,650,577 6,438,126 6,374,352
歳 入 歳 出 差 引 額 565,564 121,317 686,881 599,474
翌 年 度 に 繰 越 す 財 源 7,634 0 7,634 21,400
実 質 収 支 額 557,930 121,317 679,247 578,074
前 年 度 実 質 収 支 額 444,219 133,855 578,074 550,600
前 年 度 収 支 額 113,711 △12,538 101,173 27,474

実質収⽀の状況� (単位：千円）

区　分
種　別 令和6年度 令和5年度 ⽐較増減額 増減率

一般会計
歳 入 5,353,113 5,182,858 170,255 3.3
歳 出 4,787,549 4,717,239 70,310 1.5
歳入歳出差引額 565,564 465,619 99,945 21.5

特別会計
合 計 額

歳 入 1,771,894 1,790,968 △19,074 △1.1
歳 出 1,650,577 1,657,113 △6,536 △0.4
歳入歳出差引額 121,317 133,855 △12,538 △9.4

合　　計
歳 入 7,125,007 6,973,826 151,181 2.2
歳 出 6,438,126 6,374,352 63,774 1
歳入歳出差引額 686,881 599,474 87,407 14.6

＊令和5年度特別会計合計額には、公営企業会計へ移行した簡易水道事業特別会計及び農業集落

排水事業特別会計の決算額は含まれていません。
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決
算
審
議

決
算
書
に
人
件
費
を
も
う

少
し
明
細
化
で
き
な
い

か
？

他
の
市
町
村
と
比
較
し
て

も
変
わ
り
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
職
員
に
関
し
て
は

1
・
4
％
ほ
ど
上
昇
し
て
い
る

が
、
人
数
は
増
え
て
お
ら
ず
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
い
た
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
等
の
影
響
と
分
析
し
て
い
る
。

昨
年
の
会
計
監
査
報
告
書

内
で
「
財
源
の
確
保
」
、

「
公
金
の
取
扱
い
」
の
指
摘
が
あ

り
今
年
度
報
告
書
に
改
善
の
記
載

が
な
か
っ
た
が
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
た
か
。

交
付
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
再
発
防
止
の
た

め
交
付
金
等
取
り
扱
い
事
務
の
基

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
。
財
政
運

用
に
つ
い
て
は
、
基
金
等
の
効
率

的
効
果
的
な
運
用
を
図
り
、
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て

健
全
運
営
に
努
め
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
費
用

と
日
当
な
ど
を
振
り
込
み
で
対
応

す
る
こ
と
で
迅
速
に
対
応
し
た
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
、
歳
入
面
で
の
固
定
資
産
税

令和６年度決算審議を行った結果、財政運営は概ね適切だが、事業の成果説明と

検証に改善の余地があり町側も「事務の確認を再度徹底する」と述べた。

減
収
や
人
口
減
少
に
よ
る
町
民
税

の
見
込
み
、
歳
出
面
で
の
公
共
施

設
老
朽
化
な
ど
が
反
映
さ
れ
た
も

の
を
評
価
し
て
い
る
。

広
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

契
約
内
容
に
つ
い
て

広

報

の

発

行

部

数

は

2
8
5
0
部
、
契
約
会

社
は
北
斗
印
刷
で
契
約
金
額
が

1
7
3
万
9
1
0
0
円
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
で
契
約
価
格
は
1
4
7
万

7
0
0
0
円
。

「
新
し
い
農
の
販
路
開
拓

事
業
」
の
推
進
状
況
に
つ

い
て

農
の
贈
り
物
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
開
催
予
定
は
な
い
が
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
チ
ラ
シ
の
写
真

を
掲
載
し
て
い
る
。

土
地
改
良
区
解
散
に
伴
う

土
地
譲
渡
の
記
載
に
つ
い

て

土
地
改
良
区
の
財
産
に
つ

い
て
は
、
決
算
審
査
意
見

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
雑
種
地
1

万
8
0
7
4
平
米
、
山
林
20
万

6
3
0
5
平
米
が
決
算
書
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。

若
者
雇
用
奨
励
金
の
P
R

に
つ
い
て

各
事
業
所
宛
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
や
町
内
4
事
業

所
訪
問
時
に
P
R
を
行
っ
た
が
、

若
者
雇
用
が
厳
し
い
状
況
で
実
績

が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
大
使
の
効
果
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
大
使
に
は
町
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
P
R
用

特
別
名
刺
を
配
布
し
、
各
自
の
職

場
で
町
の
情
報
発
信
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
成
果
指

標
は
見
分
け
づ
ら
い
。

バ
ス
運
行
維
持
負
担
金
の

着
手
年
月
日
と
完
了
年
月

日
の
ず
れ
に
つ
い
て

会
津
乗
合
自
動
車
の
決
算

時
期
が
10
月
1
日
か
ら
9

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
町

の
支
出
は
4
月
か
ら
3
月
ま
で
の

会
計
年
度
で
行
っ
て
い
る
。
9
月

30
日
の
決
算
を
も
っ
て
当
該
年
度

の
支
出
を
行
う
た
め
、
繰
り
越
し

手
続
き
は
必
要
な
い
。

観
光
協
会
・
観
光
公
社
へ

の
補
助
金
の
内
容
に
つ
い

て

観
光
協
会
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
湯
野
上
温
泉
駅
の
運

営
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
を
行

い
、
観
光
公
社
は
法
人
運
営
や
着

地
型
推
進
事
業
と
し
て
サ
イ
ク
ル

ロ
グ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
る
。
来
年
度
以
降
は
よ
り
分
か

り
や
す
い
形
で
記
載
す
る
。

商
工
会
補
助
事
業
の
う
ち

３
０
万
補
助
を
出
し
て
い

る
が
成
果
と
実
績
が
無
い
場
合
は

製
品
開
発
に
伴
う
労
力
に

対
す
る
対
価
と
い
う
考
え

方
で
補
助
金
を
支
出
し
て
お
り
、

結
果
が
出
な
く
て
も
労
力
に
対
す

る
対
価
と
し
て
返
還
は
求
め
て
い

な
い
。

実
質
公
債
費
比
率
の
今
後

の
見
通
し
と
対
応
に
つ
い

て

地
方
債
に
は
一
般
財
源
を

補
完
す
る
機
能
と
世
代
間

の
負
担
を
調
整
す
る
機
能
が
あ

り
、
無
秩
序
な
地
方
債
導
入
は
財

政
硬
直
化
を
招
く
。
各
種
財
政
指

標
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
健

全
財
政
の
運
営
に
努
め
る
。

算 審決 議

＆

※
公
債
比
率
と
は
地
方
公
共

団
体
の
借
金
返
済
（
公
債

費
）
が
、
標
準
的
な
財
政

規
模
の
何
％
に
相
当
す
る

か
を
示
す
指
標
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施設名 令和６年度使用料
コミュニティセンター 8万700円
野球場 20万4,740円
キャンプ場 29万3,000円
テニスコート 5,560円
多目的広場 1万9,020円
パークゴルフ場 23万6,520円
町民体育館 20万9,920円
下郷中学校内設備 8万7,720円

決
算
審
議

ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
残

高
の
記
載
方
法
と
決
算
書

に
お
け
る
基
金
残
高
の
記
載
方
法

の
違
い
に
つ
い
て

寄
付
金
の
使
途
状
況
に
記

載
さ
れ
て
い
る
基
金
残
高

は
出
納
閉
鎖
を
経
た
決
算
後
の
数

字
で
あ
り
、
基
金
残
高
は
年
度
末

時
点
の
数
字
で
す
。
こ
の
2
ヶ
月

の
差
に
よ
り
数
字
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
充

当
先
に
つ
い
て

在
京
下
郷
に
つ
い
て
は
70

万
円
、
商
工
会
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
事
業
補
助
金
で
2
8
0

万
円
、
頑
張
る
農
業
支
援
事
業

で
9
7
0
万
円
、
観
光
公
社
の

補
助
金
の
中
で
着
地
型
事
業
に

1
5
0
0
万
円
、
広
域
市
町
村
圏

基
金
分
と
し
て
負
担
金
50
万
円
で

合
計
2
8
0
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
料
の
滞
納
が

1
0
0
0
万
円
を
超
え
た

の
に
意
見
書
に
入
っ
て
い
な
い
こ

と
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
が
始
ま
っ
た

当
時
の
名
残
で
、
平
成

21
年
22
年
の
頃
の
意
見
書
で
も

3
0
0
万
4
0
0
万
円
の
滞
納
金

は
一
番
後
ろ
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
1
0
0
0
万
円
を
超

え
た
と
い
う
こ
と
で
、
次
年
度
か

ら
検
討
材
料
と
し
ま
す
。
尚
、

年
々
滞
納
額
が
増
え
て
い
る
状
況

で
す
。
昨
年
度
県
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
支
援
事
業
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
介
護
保

険
料
は
強
制
徴
収
公
債
権
と
し
て

適
切
な
管
理
、
徴
収
、
不
納
欠
損

等
を
行
い
、
滞
納
額
の
圧
縮
を
図

り
ま
す
。農

業
再
生
協
議
会
に
出
し

て
い
る
補
助
金
の
詳
細
に

つ
い
て

直
売
所
の
補
助
金
が
5
組

織
、
農
地
の
条
件
改
善
が

2
件
、
そ
ば
検
査
経
費
補
助
が
12

件
、
主
生
産
症
例
が
15
件
、
有
機

農
業
が
22
件
、
地
域
特
産
作
物
の

栽
培
支
援
が
15
件
、
飼
料
用
米
の

作
付
に
関
す
る
支
援
が
3
件
、
景

観
形
成
の
種
子
購
入
が
1
件
、
茅

確
保
の
支
援
事
業
が
12
件
、
農
作

業
用
機
械
購
入
事
業
補
助
が
2
件

で
し
た
。農

政
座
談
会
の
内
容
に
つ

い
て

2
月
25
日
か
ら
3
月
7
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
出
席

者
は
2
7
3
名
、
職
員
49
名
、
農

業
委
員
会
・
推
進
委
員
会
63
名
、

農
協
か
ら
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
協

議
会
の
詳
細
に
つ
い
て

参
加
人
数
は
事
務
局
と
参

加
者
を
含
め
て
3
8
0
名

で
す
。
4
月
に
第
1
回
総
会
、
羊

の
毛
刈
り
体
験
、
田
植
え
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
納
涼
祭
、
料
理
教

室
、
パ
ン
作
り
、
稲
刈
り
、
卒
業

式
、
表
彰
式
、
収
穫
作
業
、
第
2

回
総
会
、
味
噌
作
り
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

町
税
等
の
不
納
欠
損
額
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て

県
が
実
施
し
た
市
町
村
税

滞
納
整
理
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援
事
業
に
参
加
し
、
徴
収
権
の

な
い
者
や
生
活
困
窮
者
に
対
し
て

不
納
欠
損
処
理
を
行
っ
た
た
め
で

す
。
。

放
課
後
子
供
教
室
の
登
録

人
数
の
内
訳
に
つ
い
て

旭
田
小
69
名
、
江
川
小
39

名
、
楢
原
小
45
名
、
合
計

1
5
3
名
で
す
。

中
山
風
穴
地
特
殊
植
物
群

落
保
護
指
導
委
員
会
の
開

催
状
況
に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
て
指
導
い
た

だ
く
場
合
に
開
催
す
る
も

の
で
、
昨
年
度
は
未
実
施
で
し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ

い
て

令
和
8
年
度
の
男
女
共
同

プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
、
女
性
活
躍
、
育
児
・
介

護
制
度
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な

ど
7
つ
の
項
目
に
つ
い
て
個
人
と

企
業
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

事
務
報
告
書
に
お
け
る
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
記
載
漏
れ
に
つ
い
て

下
郷
保
育
所
に
関
す
る
事

務
の
後
に
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
務
報
告

が
2
ペ
ー
ジ
ほ
ど
抜
け
て
い
た
こ

と
を
謝
罪
し
、
決
算
監
査
は
受
け

て
お
り
、
総
務
課
と
協
議
の
上
早

急
に
対
応
す
る
。

社
会
体
育
施
設
の
利
用
状

況
で
使
用
料
は
い
く
ら
に

な
っ
た
か
？ 

左
記
記
載
の
と
お
り

　
こ
れ
ら
の
金
額
は
令
和
6
年
度

の
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
部
署
の
課
長
か
ら
多
数

の
訂
正
が
あ
っ
た
件
に
つ

い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
？

地
方
公
務
員
と
し
て
遺
憾

だ
と
思
う
が
、
し
っ
か
り

と
事
業
報
告
し
質
問
に
対
し
て
説

明
し
て
お
り
、
地
方
自
治
法
の

2
3
3
条
5
号
に
基
づ
い
て
報
告

は
し
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。
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一
般
質
問

Ｐ10星　　和志
●若年層の維持と生産性向上に向けて

Ｐ8山名田　久美子
●観光関係団体の統合について

Ｐ9
星　　邦一
●被災農家への支援について

●土地改良事業の推進について

“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、町

長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。

スマートフォンで右のQRコードを読み込むと今までの会議録

を読む事ができます

9月会議では、 3人の議員が 4件の

一般質問を行い、活発な議論を展開

しました。

8ページより、質問した順に代表す

る質問の質疑応答を要約してお知ら

せします。

一 般 質 問
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一
般
質
問

観光関係団体の統合について

観光事業が適切かつ効率的に
� 実施できるよう対応していく

質問

答弁
山名田 久美子　議員

kumiko  yamanada

令
和
３
年
６
月
会
議
の
一

般
質
問
で
、
町
観
光
事
業

を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
観
光

協
会
、
観
光
公
社
、
地
域
振
興

（株）

の
統
合
を
図
り
、
窓
口
の
一
元
化

と
経
営
の
効
率
化
を
提
案
し
た
。

　
町
長
は
観
光
事
業
の
窓
口
一
本

化
は
重
要
、
三
社
と
協
議
し
見
直

し
を
検
討
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
。

同
年
12
月
会
議
で
は
、
近
隣
市
町

村
の
組
織
状
態
状
況
を
調
査
中
、

調
査
内
容
を
踏
ま
え
関
係
機
関
と

協
議
、
検
討
し
て
い
く
と
答
弁
。

　
令
和
５
年
３
月
会
議
で
は
、
組

織
統
合
と
合
理
化
だ
け
が
目
的
で

は
な
い
。
三
社
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

や
役
割
を
生
か
し
、
機
能
的
に
運

営
で
き
れ
ば
良
い
部
分
も
あ
り
、

一
元
化
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
急

に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
の
結
果

を
整
理
し
、

①
近
隣
市
町
村
の
組
織
状
況
等
の

調
査
結
果

②
そ
の
結
果
を
三
社
協
議
し
た
か
。

③
三
社
協
議
の
結
果

④
三
社
か
ら
ど
ん
な
意
見
が
出
さ

れ
た
か
。

⑤
町
長
３
期
目
の
任
期
満
了
ま
で

今
現
在
だ
け
を
見
る
の
で

な
く
、
こ
の
先
10
年
、
20

年
後
を
見
越
し
て
先
進
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
観
光
の
ま
ち
と
し

て
生
き
残
っ
て
い
く
手
段
だ
と
私

は
考
え
る
。
一
般
質
問
は
議
員
に

と
っ
て
町
に
提
案
で
き
る
唯
一
の

場
で
、
議
員
個
人
の
意
見
だ
け
で

な
く
町
民
の
声
で
も
あ
る
。
提
案

し
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は

な
い
が
、
続
け
て
一
般
質
問
す
る

こ
の
大
切
さ
を
こ
の
10
年
で
学
ん

だ
。
そ
れ
に
対
し
て
答
弁
の
重
み

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

あ
と
わ
ず
か
だ
が
、
３
期
12
年
の

総
括
と
し
て
観
光
関
係
団
体
の
統

合
に
つ
い
て
の
考
え

以
上
５
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
西
郷
村
、
桧
枝
岐
村
、

会
津
美
里
町
、
南
会
津
町

の
４
町
村
を
調
査

②
③
話
し
合
い
は
行
っ
て
い
る
。

地
域
振
興

（株）
で
は
、
弁
護
士
か
ら

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
設
置
や
会
社

運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
助
言
を

受
け
た
。
観
光
公
社
と
地
域
振
興

（株）
の
人
事
交
流
が
組
織
充
実
に
つ

な
が
る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

④
直
接
的
な
関
係
は
な
く
三
社
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機
能
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

⑤
観
光
窓
口
一
元
化
は
重
要
な
手

法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
将
来
的
に

は
検
討
す
る
が
、
現
時
点
で
は
時

期
尚
早
で
あ
る
。

大
変
良
い
質
問
だ
と
思

う
。
信
州
い
い
や
ま
観
光

局
や
ガ
イ
ド
協
会
設
立
、
着
地
型

観
光
の
観
光
公
社
へ
の
移
行
な

ど
、
一
般
質
問
し
て
い
た
だ
き
、

実
施
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し

て
き
た
。
私
の
希
望
す
る
２
３
０

万
人
の
交
流
人
口
、
関
係
人
口
を

目
標
に
観
光
振
興
を
図
っ
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
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一
般
質
問

答弁

被災農家への支援について

年度内に補正を行い
� 農業再生協議会で支援を行う。

質問

７
月
21
日
に
加
藤
谷
川
沿

線
区
域
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と

雹
が
長
時
間
に
渡
っ
て
降
り
、
農

作
物
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
、

特
に
落
合
地
区
の
畑
作
物
は
壊
滅

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
町

長
室
を
訪
問
し
救
済
措
置
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、
町
長
は
雹
が
降

っ
た
っ
こ
と
や
農
作
物
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
を
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
豪
雨
に
よ
り
避

難
と
ま
で
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す

な
ど
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の

町
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

議
員
の
お
察
し
の
と
お
り

だ
が
、
常
々
、
課
長
会
議

等
で
注
意
は
し
て
い
る
。
今
後
、

被
害
が
発
生
し
た
際
は
、
被
害
状

況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必

ず
口
頭
で
一
報
を
入
れ
る
よ
う
課

長
会
議
に
お
い
て
指
導
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
降
雹
被
害

に
つ
い
て
は
深
刻
に
受
け
止
め
、

過
去
の
事
例
等
を
参
考
に
被
災
販

売
農
家
へ
の
補
助
な
ど
の
町
独
自

支
援
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

星　　邦一　議員
kuniichi  hoshi

町
内
の
農
家
は
大
半
が
少

量
多
品
目
栽
培
で
、
近
年

は
一
部
の
地
域
に
被
災
を
も
た
ら

す
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
国
や
県
の
支
援
対
象
に
な
ら

な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、
下
郷

の
農
業
を
守
る
観
点
か
ら
も
町
独

自
の
支
援
策
を
確
率
す
べ
き
だ
と

思
う
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

今
回
の
被
災
に
つ
い
て
は

年
度
内
に
補
正
を
行
い
農

業
再
生
協
議
会
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
農
業
再
生
協
議

会
で
は
災
害
の
と
き
は
こ
の
よ
う

に
進
む
と
い
っ
た
内
容
に
し
、
農

業
生
産
者
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

当
町
の
農
業
衰
退
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
と
担
い
手

不
足
が
大
き
な
要
因
で
は
あ
る

が
、
特
に
農
地
の
小
区
画
化
や
用

水
路
の
老
朽
化
が
担
い
手
不
足
を

確
保
で
き
な
い
原
因
で
あ
り
、
土

地
改
良
事
業
を
町
主
導
に
よ
り
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
が
町
長
の
考
え

を
伺
う
。土

地
改
良
事
業
を
実
施
す

る
に
は
、
地
域
の
合
意
形

成
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
県
の
協
力
の
も
と
、
地
域
住

民
と
一
体
と
な
り
事
業
導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁 土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

県
の
協
力
の
も
と
、
地
域
住
民
と
一
体

と
な
り
事
業
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

昨
年
、
町
土
地
改
良
区
が

解
散
す
る
際
に
、
解
散
後

は
土
地
改
良
区
の
役
割
を
町
が
担

う
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
検
討

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
実
行
に
導

く
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。
大
松
川
に
つ
い
て
は
、

絶
対
に
成
功
さ
せ
る
べ
き
で
あ

り
、
町
が
も
っ
と
地
区
に
寄
り
添

っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

大
松
川
地
区
か
ら
は
、
熱

意
が
な
い
、
今
年
見
送
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
み
ん
な
怒
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
た
た
め
、
こ
れ

か
ら
は
私
が
先
頭
に
な
っ
て
や
る

と
回
答
し
た
。
国
に
対
し
て
も
地

域
の
熱
意
を
伝
え
、
県
の
町
村
会

長
と
し
て
も
農
業
振
興
と
人
口
減

少
対
策
が
一
番
大
事
で
あ
る
こ
と

を
訴
え
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

若年層の維持と生産性向上に向けて

他団体と連携し上乗せ
� 助成などもしていく

質問

答弁

下
郷
町
に
お
け
る
20
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
若
年
女
性

人
口
と
生
産
年
齢
人
口
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
お
り
、
こ

の
層
の
更
な
る
減
少
が
町
の
経
済

活
動
や
持
続
可
能
性
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
危
機
感

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

町
の
若
年
女
性
人
口
（
20

〜
39
歳
）
は
令
和
6
年
度

末
で
2
2
4
人
と
、
平
成
27
年
度

か
ら
1
7
9
人
減
少
し
、
出
生
数

も
28
人
か
ら
8
人
に
激
減
し
て
い

る
。
高
齢
化
率
は
49
・
07
％
と
町

民
の
約
半
数
が
65
歳
以
上
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
消
費
活

動
の
衰
退
、
労
働
人
口
減
少
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
低
下
な
ど
多
方

面
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

若
年
女
性
や
生
産
年
齢
層

が
町
外
に
出
る
こ
と
な

く
、
ま
た
町
外
か
ら
移
住
し
定
着

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

取
り
組
み
と
今
後
の
具
体
的
な
施

策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

子
宝
祝
金
（
第
1
子
10
万

円
、
第
2
子
20
万
円
、
第
3
子
以

星　　和志　議員
kazushi  hoshi

降
30
万
円
）
、
小
中
学
校
給
食
費

全
額
補
助
、
入
学
祝
い
金
（
3
万

円
）
、
2
〜
5
歳
児
保
育
料
無
償

化
を
実
施
。
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
や
結
婚
祝
い
金
も
開
始
。
定
住

環
境
整
備
で
は
、
高
齢
者
タ
ク
シ

ー
助
成
、
商
工
会
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
、
起
業
支
援
、
農
業
担
い
手
支

援
、
道
路
網
整
備
を
実
施
。
移
住

対
策
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
、

移
住
支
援
金
、
住
宅
取
得
支
援
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

20
代
か
ら
30
代
の
若
年
女

性
の
30
年
間
の
減
少
率
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？
ま
た
、
高

齢
者
向
け
施
策
と
生
産
年
齢
人
口

維
持
の
関
連
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
ま
す
か
？

平
成
22
年
（
2
0
1
0

年
）
の
20
代
か
ら
39
歳
の

女
性
人
口
は
4
8
2
人
（
7
・

28
％
）
、
令
和
6
年
は
2
2
4
人

（
4
・
73
％
）
で
、
減
少
率
は

46
・
47
％
。
高
齢
者
向
け
施
策
と

し
て
除
雪
支
援
な
ど
の
福
祉
事
業

は
必
要
で
あ
り
、
住
み
続
け
た
い

環
境
づ
く
り
が
定
住
対
策
に
繋
が

る
。
人
口
減
少
問
題
は
国
の
対
応

不
足
と
地
方
予
算
不
足
が
課
題
で

あ
る
。

若
手
職
員
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
り
、
S
N
S
な
ど

を
活
用
し
て
町
民
か
ら
意
見
を
募

集
す
る
な
ど
、
時
代
に
合
っ
た
施

策
を
展
開
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
？

若
手
職
員
は
行
政
経
験
を

3
年
か
ら
10
年
程
度
積
ま

な
い
と
育
た
な
い
の
が
現
実
だ

が
、
若
い
人
の
考
え
も
非
常
に
良

い
の
で
、
意
見
を
出
し
て
も
ら
う

方
法
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
結

果
も
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

町
の
移
住
促
進
策
の
P
R

不
足
や
過
去
に
は
協
力
隊

を
通
じ
て
町
外
か
ら
2
名
が
起
業

す
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
実
績
が

あ
っ
た
が
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
？

P
R
不
足
を
実
感
し
て
お

り
、
職
員
に
は
積
極
的
な

行
動
を
指
導
し
て
い
る
。
東
京

事
務
所
や
進
出
企
業
へ
の
訪
問

な
ど
足
で
稼
ぐ
こ
と
を
重
視
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
成
功
に
は
一

人
一
人
の
行
動
が
必
要
で
、
職
員

と
の
対
話
を
継
続
す
る
。

小
規
模
な
起
業
支
援
や
地

域
経
済
循
環
を
促
進
す
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
あ
り
ま

す
か
？

福
島
県
の
産
業
活
性
化
企

業
立
地
促
進
補
助
金
を
参

考
に
町
版
支
援
制
度
を
検
討
中
。

小
規
模
企
業
も
対
象
と
し
、
5
年

程
度
の
計
画
書
作
成
を
条
件
に
町

単
独
の
補
助
金
を
検
討
。
商
工
会

と
連
携
し
上
乗
せ
助
成
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

下郷町会津縦貫南道路対策協議会総会

期成同盟会活動について

県道高陦田島線改修促進期成同盟会総会及び現地調査

目　　的：県道高陦田島線の道路改修促進を図る。

開催場所：下郷町役場　正庁

日　　時：令和７年８月６日（水）

実施内容：総会に提出された議案はすべて原案のとおり可決された。

　　　　　南会津建設事務所から、道路の現況や今年度の事業概要について説明

を受けた。

目　　的：会津縦貫南道路の整備促進に努め、地域の振興発展を図る。

開催場所：下郷町役場　正庁

日　　時：令和７年７月２２日（火）

内　　容：総会に提出された議案はすべて原案のとおり可決され、郡山国道事務

所と南会津建設事務所から、今年度の事業概要について説明を受けた。
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

戸赤栄富線整備促進協議会総会

目　　的：県道戸赤栄富線の整備促進を図る。

開催場所：下郷町役場　正庁

日　　時：令和７年８月６日（水）

実施内容：総会に提出された議案はすべて原案のとおり可決された。

　　　　　南会津建設事務所から、道路の現況や今年度の事業概要について説明

を受けた。

町村議会議員研修会

　令和７年１０月２０日、郡山市ビッグパレットふくしまにおいて、町村議会議

員研修会を開催され、県内町村議会議員が集まり受講した（受講者総人数560名）

・地方議会・議員の役割と議会改革の必要性

　―「住民自治の根幹」としての議会の作動―
　大正大学地域創生学部公共政策学科 教授　江藤　俊昭 氏

・今後の政局・政治展望

　　　　　　　　　　 政治ジャーナリスト　田﨑　史郎 氏

田﨑　史郎 氏江藤　俊昭 氏
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

全国町村議会広報研修会　全国から約900人の議会広報委員等が受講。
場所：東京都渋谷区LINE CUBE SHIBUYA

今研修で学んだこと� 広報常任委員会委員長　星 和志

8
28木

目的：議会活動に対する住民の関心と理解を深めることが求められている状況を鑑み、町

村議会広報編集委員等を対象にした研修の場を設け、議会広報の発展に資するこ

とを目的とする。

テーマ＆講師：

◉「インタビュー記事を足して読まれる広報紙にしよう」
� インタビューライター　丘村奈央子 氏

◉「スマートフォンを活用した映像技術・動画作成の基本～一人でもできる撮影ノウハウ、
　　インタビュー撮影技術～」� 渡川　修一 氏

◉「議会活性化と連動した広報紙づくり～住民の政治参加を促すツールに～」

� 福岡県大刀洗町議会 議会広報委員会委員長　平山　賢治 氏

た。その中でデザインやインターネットを活用するなどありましたが、その中でも
議員が町民とふれあい記事にするということが当たり前の様で本町ではできていな
い大きな課題になりました。委員会機能を活用し町内の企業や人にインタビューを
し記事にしたり一般質問の題材になったりと議員のあるべき姿も勉強になり考えさ
せられました。今後は少しづつ取り入れ皆さんに読まれる記事を作っていきたいと
思います。

　広報とはやはり町の代表が行政というものを興味のない人に興
味を持ってもらうというのが共通で研修で学ばせていただきまし
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　約70年に渡り、戦後の経済復興のシンボルとして木材加工産業を起こして地域に雇用の場を設け

たり、地元へ経済的な利益をもたらし下郷町の発展に貢献されたと思います。

　約１万平米ぐらいの広大なまとまった平らな土地は町でもまれで、しかも会津下郷駅近くの好立

地で、町の中心部に位置づけられていました。かつては、林業の拠点でしたが現在は遊休地となっ

ており、我妻製材所廃業と同時に、地権者16名で10年前に跡地利用について町当局に要望していた

ところ、念願が叶えられ令和７年のお盆頃から工事を着工してもらい、現在は工事中の段階であり

ますが、9月補正で残分を予算化しており、本年度３月末まで完成の予定です。

　地域住民に利便性のあるものになってもらいたいとおもいます。

　これから下郷町の未来にとって、若者の働く場所が不足しているので、地元に定着せずに都会へ

流出し少子高齢化の一つの原因となっています。

　我妻製材所跡地の活用は、下郷町における地域再生のチャンスであり、官民協働で持続可能な安

定した雇用機会を創出して定着を図りたいと思います。

　最後に、地域住民が知恵を出し合い次世代に繋がる町作りをしていきましょう！！

筆者：渡部哲議員

我妻製材所跡地の利用について（考察）
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議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　今年は何年かぶりに町総合防災訓練が
実施されましたが、その中で備蓄品につ
いて今までは消費期限が近くなった備蓄
品を、各行政区へ配り有効活用したこと
があったがここ何年か総合防災訓練が
実施されない間の非常食、飲料水などの
備蓄品はどのようにしていたのでしょう
か？

［大松川・70代男性］ ［沢田地区・女性］

町防災用備蓄品の有効活用
についてQ 子育て支援が国や町独自の支援

が増えたが実際成果としてはど
のように反映されたのか

Q

その結果反映されないとしたら
今後どのような施策があるのかQ

隣村の西郷村では無料室内遊戯
場や学校が終わった後のフォロ
ーが手厚いためそのような施策

がなければ隣村に流れていくがどうす
るのか。

Q

隣村の西郷村では無料室内遊戯
場や学校が終わった後のフォロ
ーが手厚いためそのような施策

がなければ隣村に流れていくがどうす
るのか。

Q

町 民 声の

※このコーナーでは、町民のみなさまより「貴重な声」をいただき、

議会を通して町へ提案していきたいと思います。

貴重な声を有難うございます。広報委員より、議会を通して町
当局・担当課へ提案していきたいと思います。

広報委員広報委員
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近
年
続
く
酷
暑
の
夏
が
終
わ
り
よ
う

や
く
気
持
ち
の
良
い
秋
に
な
り
ま
し
た

が
直
ぐ
極
寒
の
冬
が
き
ま
す
。

　
年
々
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
っ
て

い
き
年
を
重
ね
る
ス
ピ
ー
ド
も
年
々
早

く
な
っ
て
い
く
と
同
時
に
衰
え
を
感
じ

ま
す
。
若
い
時
は
心
身
と
も
に
精
力
が

み
な
ぎ
り
勢
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

年
齢
に
な
り
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
冷
静
に
物
事
を
判

断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
か
と

前
向
き
に
と
ら
え
る
反
面
、
考
え
る
容

量
が
減
り
視
野
が
狭
ま
る
事
を
冷
静
と

勘
違
い
し
て
い
る
の
か
自
問
自
答
し
ま

す
。
若
い
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
素
晴

ら
し
い
時
間
で
す
。
そ
の
時
間
・
力
を

共
に
本
町
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。�

（
星
　
和
志
）

議会広報常任委員会
委 員 長　　星　　　和　志

副委員長　　大　竹　浩　治

委　　員　　猪　股　謙　喜

委　　員　　星　　　昌　彦

委　　員　　渡　部　　　哲

次回12月会議は12月第３週目の予定です。※日程が変更になる場合がありますので議会事務局へお問い合わせ下さい。

　宿駅ならはら元気会主催のイベント「歩こう！楢原の自然と歴史を探して」は、9月14日（日）に
開催され、116名の参加者となって盛大に行われた。

開会式

お達者会のしんごろう作り

コース説明

いざスタート

「歩こう！楢原の自然と歴史を探して」


